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No.829 2023 年 1 月 5 日奥多摩町役場　☎ 0428-83-2111( 代 )　FAX 0428-83-2344

令 和 ５ 年 度 会 計 年 度 任 用 職 員 を 募 集 し ま す

　町では、令和５年度の会計年度任用職員をつぎのとおり募集します。詳細は町ホームページ、町役場、

古里出張所に置いてある募集要項をご確認いただくか、お問い合わせください。

（１）募集内容

職　種 職　名 主な業務内容ほか 給料・報酬 募集人員

【パートタイム会計年度任用職員】

事務補助員
子ども家庭支援センター
相談員

 １８歳未満の子供と家庭に関する相談業務
 児童虐待等のケースワークなど
 児童福祉司等資格所有・経験者優遇

時給
1,508 円～

若干名

（２）勤務条件

　①任用期間　令和５年４月１日～令和６年３月３１日までの１年以内

　②勤務日時　週３以上・１日７時間４５分以内　＊時間外勤務の場合あり　＊年次休暇制度等あり

　③勤務場所　奥多摩町子ども家庭支援センター

　④通勤費用　町規定により支給　　⑤社会保険　加入要件を満たした場合に加入

（３）採用選考の申し込み

　①受験資格　令和５年４月１日から勤務可能な方。

　　　　　　　ただし、地方公務員法第１６条に規定する欠格条項に該当する方を除く

　②選考方法　書類選考・面接選考

　③応募方法　町ホームページか町役場、古里出張所に置いてある採用申込書を本人または代理人が　

　　　　　　　直接総務課（役場２階）に持参、または郵送（簡易書留）で申し込みください。

　　＊募集期限は１月３１日（火）午後５時１５分まで

（４）その他

　①申込受付後は、申込書、写真、採用試験途中に提出された申込書類など、一切の書類は返却しません。

　②提出書類に不正があった場合は、直ちに受験資格を取り消します。

　　また、採用後において発覚した場合は、免職となることがあります。

　③申込書類に記載された情報は、この採用試験のために用い、それ以外の目的には一切使用しません。

　※問い合わせは、総務課　☎８３－２３４５（〒１９８－０２１２　奥多摩町氷川２１５－６）

　〔勤務内容〕　 奥多摩病院での窓口業務ほか　〔採用予定日〕　令和５年２月（要相談）

　〔勤務条件〕

　　○任　　期／令和５年３月３１日まで (勤務成績良好時は再度任用 )

　　○勤 務 日／シフト制勤務（週３～４日）

　　○勤務時間／午前８時３０分から午後０時３０分（時間外勤務の場合あり）

　　○報酬手当／時給１，１３０円　　　○期末手当／支給要件を満たした場合に支給

　　○通勤費用／町規定により支給

　〔申込方法〕 町ホームぺージに掲載の指定の採用申込書に必要事項を記載のうえ、直接病院に持参

　　　　　　 または郵送（簡易書留）で申し込みください。

　〔申込期日〕１月３１日 (火 )必着　　　〔選考方法〕書類選考・面接

　※問い合わせは、奥多摩病院　☎８３－２１４５

病院事務補助員募集（会計年度任用職員）

会
計
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員

の
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集
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No.829 令和 5年 1月 5日広 報 お く た ま

奥多摩町庁舎建設委員会奥多摩町庁舎建設委員会

～最終答申が提出されました～

庁
舎
建
設
委
員
会

（左から松本委員長、町長、木村副委員長）

【はじめに】

　この庁舎建設委員会は、建設から５７年が経過し、耐震基準と老朽化などに課題を抱える役場庁舎の

建設整備に向けた取り組みを進めるために設置された町長の諮問機関で、住民委員３名を含む総勢１６

名の委員で構成されています。

　町では、これまでに広報おくたまや町ホームページ等を通じて、会議録の公表などを含め、委員会の

状況をお知らせしてきましたが、この度、全５回にわたる委員会での協議が終了し、１２月２２日に委員

会から最終となる答申が提出されましたので、これまでの活動状況を含め、皆さんにお知らせします。

【第１回から第３回までの委員会状況及び中間答申について】

　第１回委員会は、９月３０日に開催され、１６名の委員に委嘱状が交付されるとともに、師岡町長から

松本祐一委員長（多摩大学経営情報学部教授）に諮問書が手渡され、委員会における協議が始まりまし

た。以降、１０月２１日（第２回）、１１月９日（第３回）に委員会が開催され、毎回、活発な議論が交わ

されました。（１０月にはパブリックコメントも実施しました。）

　１１月２８日には、「庁舎建設候補地及び庁舎建設基本構想に関する諮問事項」についての中間答申書

が松本委員長および木村光惠副委員長（町社会福祉協議会会長）から師岡町長に提出され、庁舎建設

候補地には、大氷川地内の「ＪＲ青梅線奥多摩駅東側」の土地が選定されました。ただし、「アクセス

に関して、踏切や坂道等、現状の課題があるため、これらの改善に努めること」が付記されました。

　また、基本構想における基本理念では、「誰もが親しみやすく訪れやすい庁舎であるとともに、地域住

民の安全、安心を確保するため、災害時には、危機管理対応を果たす『防災拠点』としての機能、そして、

地域コミュニティの活性化につながるような一人ひとりがイメージする『奥多摩らしさ』を併せ持つ庁舎

を目指すこと」とされました。

【第４回、第５回の委員会状況及び最終答申について】

　第４回委員会は、中間答申と同日の１１月２８日に開催され、ここからは庁舎建設基本計画の策定に

向けた提言についての協議が始まり、新庁舎の基本機能を始め活発な議論が交わされました。また、最

終回となる１２月１２日の第５回委員会では、最終答申に盛り込むべき提言内容の骨子が決まりました。

　その後、１２月２２日には、「庁舎建設基本計画に関する諮問事項」についての最終答申書が松本委

員長および木村副委員長から師岡町長に提出されました。

　最終答申の内容は、基本構想の考え方をより具体化するもので、「コスト面のみならず建設候補地の

敷地特性を活かした庁舎の検討、多摩産材等の木材の積極的な活用の検討、庁舎完成後も町民等が関

わりを持てる屋外スペースの確保と有効活用の検討、新庁舎へのアクセスに関して安全確保のために必

要な道路（通路）整備の検討」などの提言が盛り込まれました。

　今後は、パブリックコメントや住民説明会など

を経て、３月末までに庁舎建設基本計画を策定し、

次年度以降は基本設計、実施設計作業を進める

予定です。

　なお、庁舎建設委員会の会議録をはじめとする

各種資料は、町ホームページで随時公表している

ほか、役場２階企画財政課、子ども家庭支援セン

ターおよび保健福祉センターの窓口でも閲覧する

ことができます。（詳細につきましては、町ホーム

ページをご覧ください。）

※問い合わせは、企画財政課　☎８３－２３６０
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